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保険証などを
お忘れなく

　

市
で
は
、
「
だ
い
す
き
っ
！
京

都
。
寄
付
金
」
（
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
金
）
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、「
応
援
メ

ニ
ュ
ー
」
に
「
地
域
振
興
」
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
寄
付
の
際
は
、

「
地
域
振
興
・
伏
見
区
」
を
お
選

び
い
た
だ
き
、
応
援
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
寄
付
い
た
だ
い
た
場

合
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
、

所
得
税
及
び
個
人
住
民
税
の
寄
付

金
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

お
手
続
き
等
に
関
す
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
、
区
役
所
・
支
所
・
出

張
所
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
平
成
25

年
12
月
31
日
現
在
の
、
わ
が
国
の

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
、
そ
の
結
果
は

国
や
地
方
自
治
体
の
産
業
振
興
計

画
な
ど
の
基
礎
資
料
と
す
る
ほ

　12月21日（土）の阪急
西山天王山駅開業に合わ
せて、淀地域と長岡京市
を結ぶバス路線が新設さ
れます。
　阪急バス株式会社及び
京阪バス株式会社による
共同運行で、京阪淀駅、
阪急西山天王山駅、JR長
岡京駅を結びます。
　運行本数は平日朝夕のラッシュ時30分間隔、昼間時
60分間隔、1日計20往復、土休日は終日60分間隔、1日
計14往復です。
　各鉄道駅へのアクセスにたいへん便利なバス路線です
ので、ぜひご利用ください。
問合せ市歩くまち京都推進室（☎222-3483）

申
込
み
・
問
合
せ

地
域
力
推
進
室
総
務
・
防
災
担
当

（
◯伏
☎
611
・
１
２
９
５
◯深
☎
642
・

３
１
２
５
◯醍
☎
571
・
６
１
０
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

か
、
一
般
の
企
業
や
研
究
機
関
で

も
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。 

　

12
月
中
旬
か
ら
来
年
1
月
に
か

け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
票
へ
の
ご
記
入
を
お
願
い
し

ま
す
。 

問
合
せ
地
域
力
推
進
室
統
計
担
当

（
◯伏
☎
611
・
１
２
９
５
） 

市
情
報
化
推
進
室
情
報
統
計
担
当

（
☎
222
・
３
２
１
６
）

1
月
6
日
は

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
3
期
分
の
納
期
限
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
算
出
さ
れ
た
延
滞
金
額
が
千
円
未
満
の

場
合
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

探
し
物
や
片
づ
け
で
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
ま
せ
ん
か
？
…
そ
れ
は
も

し
か
し
た
ら
、
あ
な
た
の
個
性
に

合
っ
た
片
づ
け
方
じ
ゃ
な
い
の
か

も
!?
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
を

知
っ
て
活
か
す
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

整
理
整
頓
の
コ
ツ
を
探
し
に
来
ま

せ
ん
か
♪

「
暮
ら
し
を
見
直
す
片
づ
け

 

レ
ッ
ス
ン
♪
」

　ふしざくでは、第2期目のチーム活動が本格的に始まり
ました（チーム一覧参照）。参加者全員が、伏見区がより
魅力的なまちになるよう、様々なアイデアを出し合って
おられます。
　さて、「活動お役立ちプチ講座」の詳細が決定しました。
　第1回は、「びっくり!!30分で仲間が集まる講座」、第2
回は「びっくり!!30分でホームページ／ブログが開ける
講座」です。12月、1月の「ふしざく」内で開催します。
　もちろん初めての方の参加も大歓迎！ざっくばらんに
参加してみませんか？
日時12月21日(土)13時～
場所伏見区総合庁舎4階会議室
費用無料
申込み・問合せ地域力推進室企画担当（○伏☎611-1295）

病　院
● 市立病院＝12月28日～1月5日休み（救急外来を除く）
● 急病診療所＝12月29日～1月4日：10時～17時、18時～22時（小児科は24時まで）
診療科：小児科・内科・眼科・耳鼻いんこう科
※耳鼻科の診療は1月11日（土）以降土曜休止。日・祝は10時～17時まで。
（中京区西ノ京東栂尾町（府医師会館1階）☎354－6021）
● 休日急病歯科診療所＝12月29日～1月4日：9時～16時（受付時間）
（中京区西ノ京東栂尾町（府歯科医師会口腔保健センター1階）☎812-8493）
（伏見区今町（府歯科医師会伏見会館1階）☎622-3418）

生　活
●中央斎場＝1月1･2日休み
●深草墓園＝1月1～3日休み（参拝のみ可）
●伏見土木事務所＝12月28日～1月5日休み
●南部みどり管理事務所＝12月28日～1月5日休み
●撤去自転車保管所＝12月29日～1月3日休み
●駐車場・自転車等駐車場＝無休

市バス・地下鉄
●市バス＝12月29日～1月5日は「休日ダイヤ」で運行、12月31日は初詣終夜バス運行
●地下鉄＝12月28日～1月5日は「土曜・休日ダイヤ」で運行、12月31日は終夜運行
●定期券の発売＝12月31日～1月3日休み
●忘れ物の問合せ＝無休
市バスは北大路案内所（☎493-0410）、地下鉄は烏丸御池駅案内所（☎213-1650）
ただし、当日分は市バス各営業所・地下鉄各駅へ

消　防
防火・防災・救急に関する相談等は、伏見消防署（☎641-5355）、醍醐消防分署（☎571-
0474）及び消防の相談電話（☎231-5000）で平常どおり受付。

　年末年始の間、市の施設はお休みをいただきます。
届出・各種証明・申請などはどうぞお早めに。
〈主な伏見区関連施設〉
● 伏見区役所、深草支所、醍醐支所(保健センター・福祉事務所)、神川･淀出
張所＝12月28日～1月5日休み（戸籍の届出については区役所・支所の宿直
にて受付）
●  向島証明書発行コーナー、第二児童福祉センター＝12月28日～1月5日休み
●  地下鉄竹田駅証明書発行コーナー＝12月29日～1月3日休み

上下水道
伏見営業所（醍醐支所管内を除く☎641-8301・FAX643-6296）山科営業所（醍醐支所管内
☎592-3058・FAX501-1746）は、12月28日～1月5日休み。なお、緊急の修繕申込み、
道路上の水漏れ等は電話又はFAXで受付。

ごみ・し尿
詳細は12月中旬に配布する ｢お知らせビラ｣又は市ホームページでご確認ください。
●家庭ごみ定期収集　12月31日までは通常どおり収集　○…収集あり　×…収集なし

● 大型ごみ＝12月30日～1月3日休み（年内収集の受付は12月23日まで）
申込み☎0120-100-530、携帯0570-000-247
● 犬・猫などの死体＝1月1日～1月3日休み
申込み☎0120-100-921、携帯0570-000-614
●持込ごみ（有料）＝12月31日～1月5日休み
問合せ南部クリーンセンター（☎611-5362）、東北部クリーンセンター（☎741-
1003）
●臨時し尿収集＝1月1日～1月5日休み（年内収集の受付は12月24日まで）
申込み生活環境美化センター（☎681-5361）

文化・施設
●醍醐交流会館＝12月28日～1月4日休み
●地域体育館（伏見東部・伏見北堀公園・醍醐・伏見北部），横大路運動公園
＝12月29日～1月3日休み
● 伏見中央図書館・醍醐中央図書館・向島図書館・久我のもり図書館＝12月29日～1月4
日休み。12月28日は臨時開館（開館時間は10～17時）
●コミュニティプラザ深草図書館＝12月29日～1月3日休み
●久我の杜生涯学習プラザ＝12月27日～1月5日休み
●伏見青少年活動センター＝12月29日～1月3日休み
●京エコロジーセンター＝12月26日～1月4日休み
●青少年科学センター＝12月28日～1月3日休み
●いきいき市民活動センター（伏見・醍醐）＝12月29日～1月4日休み
●文化会館（東部・呉竹文化センター）＝12月29日～1月4日休み（12月28日は臨時開館）

　

11
月
5
日
、
伏
見
区
総
合
庁
舎

に
お
い
て
、
今
年
度
2
回
目
の
同

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、「
伏
見
区
基
本
計

画
〜
皆
で
つ
く
る 

す
む
ま
ち
伏

見
〜
」
に
基
づ
く
取
組
を
着
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、昨
年
度
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
今

後
の
区
民
活
動
支

援
事
業
の
在
り
方

等
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、

来
年
度
に
向
け

て
、
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
28
年
に
発
足
し
た
伏
見
区

体
育
振
興
会

連
合
会
が
、

本
年
、
60
周

年
を
迎
え
た

こ
と
を
記
念

し
、
11
月
8

日
に
京
都
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
創
立
60
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
、

約
300
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
多
く
の
来
賓

の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
お
言
葉
が

寄
せ
ら
れ
、
中な

か

村む
ら

紀と
し

彦ひ
こ

会
長
を
は

じ
め
、
会
員
の
皆
様
は
、
体
育
振

興
活
動
を
通
じ
て
、
活
気
あ
ふ
れ

る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
貢

献
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
記
念
式
典
・
祝

賀
会
は
、
藤

ふ
じ
の
も
り森

神じ
ん

社じ
ゃ

鳴め
い

鳳ほ
う

雅が

楽が
く

会か
い

に
よ
る
雅
楽
の
披
露
や
京
都
市
立

芸
術
大
学
卒
業
生
に
よ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
厳

か
で
優
雅
な
雰
囲
気
の
も
と
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
2
日
、
醍
醐
地
域
の
史
跡

を
め
ぐ
る
「
醍
醐
も
ち
も
ち
ぃ
ん

ウ
ォ
ー
ク
（
主
催
：
同
企
画
委
員

会
、
共
催
：
伏
見
区
文
化
協
議

会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

醍
醐
寺
に
集
合
し
た
100
名
を
超

え
る
参
加
者
は
、
先
導
す
る
地
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、「
醍

醐
三
水
」
や
醍
醐
・
朱
雀
天
皇

陵
、
善
願
寺
、
西
方
寺
な
ど
を
散

策
し
ま
し
た
。

　

散
策
後
は
醍
醐
と
日
野
地
域
の

歴
史
に
つ
い
て
の
講
座
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
、
晩
秋
の
醍
醐
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、
羽

束
師
橋
東
詰
、
桂

川
河
川
敷
に
お
い

て
、
今
年
度
の
区

民
活
動
支
援
事
業
に
採
択
し
ま
し

た
「
草
津
み
な
と
鱧は

も

海
道
祭
り
」

が
盛
大
に

開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は

天
気
に
恵

ま
れ
、
会

場
は
、
多

く
の
来
場

者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、
伏
見
桃
山
城
運
動

公
園
で
伏
見
区
体
育
振
興
会
連
合

会
創
立
60
周
年
記
念
事
業
第
11
回

伏
見
区
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
54
チ
ー
ム
216
名

の
方
が
一
打
一
打
真
剣
な
プ
レ
イ

を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
、
西
京
極
総
合
運
動

公
園
他
で
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
伏
見
区

か
ら
は
、
リ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
、
一
般
の

部
で
桃
山
東
チ
ー
ム
が
、
決
勝
戦

で
祥
豊
チ
ー
ム
（
南
区
）
と
対
戦

し
、
5
対
0
の
完
封
勝
利
で
昨
年

に
続
き
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

で
は
藤
森
、
淀
チ
ー
ム
が
、
ペ
タ

ン
ク
で
は
稲
荷
チ
ー
ム
が
優
秀

チ
ー
ム
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
他
各
種
目
で
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
伏
見
区
は
、
総
合

成
績
で
８
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
、
醍
醐
地
域
防
犯
推

進
委
員
協
議
会
で
は
、
第
18
回
醍

醐
安
全
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
自
分
達
の
街
の
安
全
は
自
分
達
で

守
る
」
を
合
言
葉
に
、
街
頭
犯
罪

防
止
・
少
年
非
行
防
止
・
組
織
犯
罪

の
追
放
を
目
指
し
て
、
京
都
府
警

察
音
楽
隊
＆
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

を
先
頭
に
、
北

醍
醐
小
学
校
か

ら
醍
醐
西
小
学

校

ま

で
、

パ

レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
第
2
回
「
伏
見

区
基
本
計
画
推
進
区
民
会

議
」
を
開
催

伏
見
区
体
育
振
興
会
連
合
会

創
立
60
周
年
記
念
式
典
・
祝

賀
会

「
醍
醐
も
ち
も
ち
ぃ
ん

ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
！

「
草
津
み
な
と
鱧は

も

海
道
祭
り
」

を
開
催

第
25
回
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

伏
見
区
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会

〜
伏
見
区
民
文
化
祭
〜

各
部
門
に
お
け
る
受
賞
者
発
表

工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

京阪淀駅と阪急西山天王山駅、
JR長岡京駅を結ぶ

バス路線の新設について

　「有害・危険ごみ」や「資源物」を回収する「有害・危険
ごみ等の移動式拠点回収事業」の追加日程です。
　詳しくは、問い合わせ先に配架していますチラシ、もし
くは市ホームページをご覧ください。なお、荒天時は中止
します。
問合せ山科まち美化事務所（☎573-2457）

醍醐エコまちステーション（☎366-0311）

日　時 場　所

12/22(日)
9時～11時 醍醐小学校
14時～16時 醍醐辰巳児童公園

12/23(月・祝)
9時～11時 醍醐西自治会館
14時～16時 醍醐支所駐車場

「有害・危険ごみ等の
移動式拠点回収事業」
追加日程について

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
に
つ
い
て

《
優
勝
》桃
山
A
チ
ー
ム

開
会
式
の
よ
う
す

桃山東チーム

「
醍
醐
安
全
フ
ェ
ア
」
を
開
催

日
時
12
月
21
日(

土
）
①
10
時
30
分

〜
12
時
②
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

対
象
①
小
学
3
年
〜
6
年
生
の
親

子
②
高
校
生
以
上

定
員
①
10
組
②
20
名

費
用
無
料

場
所
京

み
や
こ

エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

申
込
み
要

申
込
期
間
12
月
2
日
（
月
）
〜
20
日

(

金)開
館
時
間
9
時
〜
21
時

申
込
み
・
問
合
せ
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

641
・
０
９
１
１
、
FAX 

641
・
０
９
１

２
）

Ａ　

地
方
税
法
の
規
定
に
よ

り
、
毎
年
1
月
1
日
現
在
、

土
地
や
家
屋
の
登
記
簿
に
所
有
者

と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
方
に
そ

の
年
度
分
の
固
定
資
産
税
を
課
税

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

平
成
26
年
度
の
固
定
資
産
税
は
、

あ
な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

固
定
資
産
税
課
（
◯伏
☎
611
・
１
６

９
０
）

支
所
課
税
課
（
◯深
☎
642
・
３
４
１

０
◯醍
☎
571
・
６
４
１
０
）

Ｑ　
平
成
25
年
12
月

に
土
地
と
家
屋
を

売
却
し
ま
し
た
が
、
所
有

権
移
転
登
記
は
平
成
26
年

2
月
に
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
平

成
26
年
度
の
固
定
資
産
税

は
誰
に
課
税
さ
れ
ま
す

か
？ 税

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
―
所
有
権
移
転
の

 

時
期
と
納
税
義
務
者
―

1/1（水）～1/5（日） 1/6（月） 1/7（火） 1/8（水） 1/9（木）

燃やすごみ

×

○
※月・木区域

○
※火・金区域 × ○

※月・木区域
缶・びん・ペットボトル

× ×

○
※水曜区域

○
※木曜区域プラスチック製容器包装

小型金属類
○

※第１水曜及
び第2水曜区
域を収集

×

優　勝　桃山Ａ
準優勝　池田東Ｂ
第３位　二の丸北Ａ

【
結
果
】

Ｊ
Ｒ
西
日
本

阪
急
電
鉄

名
神
高
速
道
路

桂
川

大山崎IC
大山崎JCT

京
都
第
二
外
環
状
道
路

大山崎IC
大山崎JCT

JR長岡京駅

京阪淀駅阪急
西山天王山駅

JR長岡京駅

京阪淀駅

京
阪
電
鉄

京
都
第
二
外
環
状
道
路

阪急
西山天王山駅

路線図（概略）

凡例　　 新設バス路線
年末・年始の市の仕事  

　

10
月
26
、
27
日
に
伏
見
区
民
文
化
祭
・
区
民
茶
会
が
御
香
宮
他
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
の
各
部
門
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

片づけオーガナイザー・
ばんば みーあ

絵画伏見賞　最優秀賞
「京都･伏見の十石舟」

渡辺 勝

写真伏見賞　最優秀賞
「三栖の炬火」
大石 兼次

写真一般賞　最優秀賞
「冬の白川郷」
松本 俊江

絵画一般賞　最優秀賞
「鞍馬へ」
小倉 秀彦

絵
画
・
写
真
作
品
展

―
絵
画
の
部
―

﹇
伏
見
賞
部
門
﹈

最
優
秀
賞　

渡
辺 

勝

優
秀
賞　
　

酒
井 

幸
子

﹇
一
般
賞
部
門
﹈

最
優
秀
賞　

小
倉 

秀
彦

優
秀
賞　
　

山
下 

幸
次

―
写
真
の
部
―

﹇
伏
見
賞
部
門
﹈

最
優
秀
賞　

大
石 

兼
次

優
秀
賞　
　

加
藤 

茂
男

﹇
一
般
賞
部
門
﹈

最
優
秀
賞　

松
本 

俊
江

優
秀
賞　
　

松
本 

正
一

短
歌
会

互
選

一
席　

 

子
供
ら
の
朝
の
挨
拶
元
気
よ
し

我
も
明
か
る
き
声
で
「
お
は
よ
う
」

 

山
田 

光
風

二
席　

 

涙
の
や
う
な
粒
を
こ
ぼ
せ
る
水
引
草 

秋
に
ひ
そ
け
く
あ
な
た
は
逝
き
ぬ

 

伴 

靖
子

講
師
特
選

一
席　

 

あ
へ
ぎ
あ
へ
ぎ
坂
の
ぼ
り
来
て
仰
ぎ

見
る 

雲
の
な
き
空
す
で
に
秋
の
色

 

匹
田 

従
子

二
席　

 

父
待
つ
と
急
ぎ
し
夕
べ
を
二
つ
星

弟
と
母
は
去
年
に
逝
き
た
り

 

上
野 

由
美
子

①アートの街伏見
水彩スケッチコンクールを開催したい
②楽しいふれあいの街伏見“街コミュニケーション”
町家寄席等のイベントを実施したい
③日本酒を肴にざっくばらん
伏見の「日本酒」でつながる場を作りたい
④ふしざくに託児所を
ふしざくに親子で参加できるように託児コーナーを作りたい
⑤伏見蔵ジャズフェスティバル
伏見の酒蔵等と協力して音楽演奏会を実施したい
⑥伏見情報局
ふしざくの広報活動をしたい
⑦伏見にゆるキャラをつくろうよ
伏見にゆるキャラを作り、伏見をPRしたい
⑧伏見の水を考える会
伏見の地下水等について調べたい
⑨伏見の昔話を掘りおこす会
伏見に伝わる昔話を掘りおこし子供たちに伝えたい
⑩伏見のヨシから和紙へ
伏見の“ヨシ”を活用し和紙（ヨシ紙）を作りたい
⑪伏見桃山城築城50周年「お城散策マップ」作成
伏見桃山城の活性化を図るため散策マップを作りたい
⑫プロジェクトゆるゆる
伏見桃山の歴史にちなんだゆるキャラを作りたい

チ
ー
ム
一
覧

（
変
更
の
可
能
性
あ
り
）

※
順
不
同

俳
句
会

互
選

一
席　

幾
重
に
も
紐
か
け
母
の
柿
と
ど
く

 

小
泉 

つ
ぎ
子

二
席　

丹
波
路
や
車
窓
を
走
る
彼
岸
花

 

橋
本 

清
二

講
師
特
選

一
席　

シ
テ
の
声
低
く
響
け
る
良
夜
か
な

 
渡
邊 

圭
子

二
席　

秋
風
に
笙
の
音
色
の
乗
り
に
け
り

 

大
沼 
寿
子

みやびくん ことちゃん

伏見区を愛する皆様へ
ふるさと納税寄付金
キャンペーンのご案内
だいすきっ！京都  検索

　

来
年
1
月
31
日
（
金
）
ま

で
、
一
万
円
以
上
の
寄
付
を

い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽

選
で
、
宿
泊
券
や
特
選
品
が

当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
あ
な

た
の
伏
見
区
へ
の
思
い
を
か

た
ち
に
し
て
く
だ
さ
い
。


